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＜第一主日３日の聖書から＞“創世記”を開き
ます。毎日が忙しくて、何故私たちがいるのか、そんなこと考える
余裕もないかもしれませんが、その毎日を生きている私たちも、実
は神様によって創造され、正しく平和に生きていくように、そして
御旨にかなうものであることが“神様ご自身の証し”として今も
れていることを、忘れないでゆきましょう。科学には、初めに“法
則”があって宇宙は“元々あった”、そしてそのことは問わない
える時代がありました。かなり以前から宇宙は広がり続け、星がだ
んだん遠くの存在になっていくことも分かっていましたから、やが
て、ただただ広い何にもない宇宙になっていくとされていました。
30 年以前には、“その様な問いは持たない、なぜなら私たちがい
るからだ”と教えられていました。ところが最近は小さな子供の読
む“宇宙と天体”などという図鑑にも“宇宙は今から１５７億年ほど
前に、その理由は分かりませんが、大爆発とともに、一つの点から
出来た”と書かれるようになりました。自然科学では“そんなことは
文学者か哲学者に任せておけばよい”と考えられていた“宇宙の
創造”すなわち“物質と電磁波の創造”を研究対象とする様になっ
たというわけです。聖書はこのことに対して既に“神様が創造され
た”という答えを持っていました。これから先のことも神様はすでに
備えていることでしょう（ヨハネ黙示録 21:1 には“わたしはまた、新
しい天と新しい地とを見た。先の天と地とは消え去り、海もなくなっ
てしまった”と啓示されています）。創世記を見ますと、バベルの
塔の出来事に至るまでは、違う言葉などで話す、ということも、ノア
の洪水が治まるまでは、動物を食物にするということも恐らく、考え
られなかったことでしょう。今私たちは“最初菜食だった”ということ
ができるように、神の国から私たちは今の世界を“罪と闘った世
界”として見ることができるでしょう。宇宙は造られ
った（今の時計で）時に、光が真直ぐに進む事が出来るほどに
宙は大きく広がったものになりました（子どもの本にもそのように記
されるようになりました）。“光あれ”と３節にある出来事の次第はこ
のようなものだったのです。この年も、神様の造られた“はなはだ
良いと言われた”素晴らしい世界に私たちは、１：２７にある様に
“神は自分のかたちに人を創造された。神のかたちに創造し、男
と女とに創造された”素晴らしい存在として生きて行こうとしている
のです。“キリストの僕として心から神の御旨を行い、人にではなく
主に仕えるように、快く仕えなさい”とエペソ書６：６～７にありま
す。誘惑の結果である悪の中でも、善を私たちは行うことが望まれ
ているのです。それが信仰者の知る神の道なのです。
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